
徳島県神山町。人口5300人、志の高い移住者が集まる地方再生
の先進地。町は今、基幹産業の活性化、移住者と地元住民の融合、
行政と民間企業の連携、担い手の世代交代などの課題解決のため、
農業、林業、建設業、教育の未来をつくるプロジェクトに取り組
む。100人以上のプレイヤーたちに取材した現在進行形のドキュ
メント。
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著者：神田 誠司
1959年生まれ。愛媛県で育つ。1983年朝日新聞入社。1990年
から大阪本社社会部で地方行政を担当。1998年から東京本社政
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